
平塚市民病院

将来構想の実現に向けた

２年間の取組と成果、変化
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令和元年７月４日
令和元年度第1回平塚市病院運営審議会

平塚市民病院 経営企画課



将来構想を実現するために足りなかったこと
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職員全員で同じ目標に進むこと
・全員で考え、全員で実行する。
・評論家にならずにプレーヤーになること。
・トップダウンとボトムアップで風通しを良く

する。

ＰＤＣＡサイクルの構築

企業では当たり前の事だが、病院では意外と難しい



11月:管理者ヒアリング（進捗管理）
↓

３月:平塚市民病院フォーラム
(発表と共有)

↓
４～８月:職員行動計画の

実績評価・実績公表

ＣＨＥＣＫ

７～９月:若手職員によるプロジェクトチーム
↓

11月:各部署責任者クラスによるワークショップ
↓

12月:病院事業管理者によるキー・フレーズの決定
↓

２～３月:各部署で職員行動計画書を策定

将来構想を実現するためのＰＤＣＡの構築
【全員で考え実行する仕組み】

ＰＬＡＮ
各部署で取組を実施

ＤＯ

各部署で取組を実施

ＡＣＴＩＯＮ

3



平塚市民病院が将来構想で掲げる方向性の実績

持続的な健全経営の下

高度医療、急性期医療及び政策的医療を担い

患者さんの生命（いのち）を守る診療を行う
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方向性

主な取組と重要業績評価指標（ＫＰＩ）の数値



高度医療、急性期医療の提供

・中等症から重症に対する診療体制を整備し、

「救命救急」や「手術」、「難しい検査や処置」

などの高質で高度な医療を提供する。

・診療機能の特化 ⇒ 医療連携の強化

【主な取組】

・救命救急センターの指定（H29.4）

・クロスミーティング（開業医との連携の会）開始（H29.5）

・クロスピッチ（開業医とのホットライン）導入（H29.7）
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高度医療、急性期医療実績の推移

【関連する主なＫＰＩの状況】

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ２７比

救急搬送患者
受入数(人)

7,027 ⇒ 7,854 ⇒ 8,047 ⇒ 9,123 29.8%増

救急車搬送患者
入院患者数(人)

2,365 ⇒ 2,420 ⇒ 2,441 ⇒ 2,725 15.2%増

通院不要的退院率
(%)

23.8 ⇒ 28.9 ⇒ 46.7 ⇒ 48.3 102.9%増

手術件数(件) 3,562 ⇒ 3,696 ⇒ 3,630 ⇒ 3,937 10.5%増

全身麻酔件数(件) 2,162 ⇒ 2,484 ⇒ 2,473 ⇒ 2,764 27.8%増
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救急患者の変化①「受入患者数」

大幅アップ、過去最高を更新
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過去最高を更新



救急患者の変化②「救急経由の入院患者数」
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高度医療・急性期医療
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救急車搬送からの入院が増加
⇒救命救急センター指定、断らない救急の成果

救急車搬送からの
入院が１/４超に



救急患者の変化③「住所別救急搬送患者数」

市外患者の割合が微増傾向

H27年度 H30年度
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高度医療、急性期医療(入院)の成果①
【関連する主なＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況】

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ２７比

１日当たり
平均入院患者数(人)

361.6 ⇒ 353.4 ⇒ 327.7 ⇒ 350.1 ▲3.2%

入院診療単価(円) 57,553 ⇒ 56,879 ⇒ 63,469 ⇒ 66,953 16.3%増

病
床
利
用
率

全体(%) － ⇒ － ⇒ 91.4 ⇒ 92.2 －

一般病床(%) － ⇒ － ⇒ 96.9 ⇒ 97.3 －

ICU/CCU(%) － ⇒ － ⇒ 68.0 ⇒ 70.8 －

救急病床(%) － ⇒ － ⇒ 77.6 ⇒ 86.1 －
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将来構想開始と同時に入院単価が急増

高度医療・急性期医療

単価１万円増加
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高度医療、急性期医療(入院)の成果②

・稼働病床の増減に伴い、入院患者数は増減
・将来構想が始まった平成29年度から入院単価急増により入院収益増加
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・市内患者が大部分
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家庭からの入院 他の病院・診療所からの転院
介護施設・福祉施設に入所中 院内で出生
その他 不明 14
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15

高度医療・急性期医療

「紹介あり」が

５％増加
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化の成果。
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その他 不明 16
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｢転院｣｢他院通院｣が

４％増加
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高度医療、急性期医療(外来)の取組

・急性期の治療を終えた患者さんについては、
地域医療連携により病状に適した医療機関に紹介し
重症患者を中心に診療する。

【主な取組】
・初診時保険外併用療養費改定
1,710円⇒4,320円（H29.7～）⇒5,400円（H30.10～）

・一部診療科で完全紹介制導入
平成29年度：呼吸器内科
平成30年度：呼吸器内科（10月～）、精神科
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高度医療、急性期医療(外来)の成果

・外来患者数が減少
・将来構想が始まった平成２９年度から外来単価上昇で外来収益増加
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単価2,000円以上増加



外来患者割合の変化①「市町村別」
H27年度 H30年度

20

平塚市

82.8%

大磯町
6.7%

二宮町
2.5%

秦野市
1.5%

茅ヶ崎市
1.3%

伊勢原市
0.6%

寒川町
0.4% 藤沢市

0.5%

その他県内
2.9%

県外
0.9%

平塚市

81.2%

大磯町
7.1%

二宮町
2.9%

秦野市
1.9%

茅ヶ崎市
1.4%

伊勢原市
0.5%

寒川町
0.4%

藤沢市
0.5%

その他県内
3.1%

県外
1.0%

高度医療・急性期医療
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0歳
1%

1---9歳
4% 10-29歳

6%

30-39歳
7%

40-49歳
10%

50-59歳
10%

60-64歳
7%

65-69歳
12%

70-74歳
14%

75-79歳

13%

80歳以上

16%

外来患者割合の変化②「年齢別」

７０歳以上が４割以上

H27年度 H30年度

21

0歳
1%

1---9歳
5%

10-29歳
7%

30-39歳
6%

40-49歳
10%

50-59歳
11%

60-64歳
6%

65-69歳
11%

70-74歳

13%

75-79歳
13%

80歳以上

17%

高度医療・急性期医療



0% 1% 1% 1%
1%

14%

再診299点以下

4%
再診300-599点

6%
6%

6%

4%

再診1,500点以上
56%

0% 0% 1% 1% 1%

12%

再診299点以下

3%
再診300-599点

5%
5%

5%

4%

再診1,500点以上

63%

1% 1% 2% 2%
1%

5%

再診299点以下
37%

再診300-599点

16%

10%

7%

4%

再診1,500点以上
14%

1% 1% 2% 2% 1%

6%

再診299点以下
34%

再診300-599点
16%

10%

7%

4%

再診1,500点以上

16%

点
数
別
外
来
収
益

外来患者割合の変化③「点数別」

診療密度が低い(再診
2,990円以下)患者の減少
⇒逆紹介推進の成果H28.10

0%
1% 1%

1% 1%

13%

再診299点以下, 
4%

再診300-599点, 
6%

5%

5%

4%

再診1,500点以

上, 59%

外来収益_点数別内訳

初診299点以下 初診300-599点 初診600-899点
初診900-1,199点 初診1,200-1,499点 初診1,500点以上
再診299点以下 再診300-599点 再診600-899点
再診900-1,199点 再診1,200-1,499点 再診1,500点以上

H30.10

点
数
別
外
来
患
者
数

22

高度医療・急性期医療

診療密度が低い患者

３％減少



政策的医療の取組

・公立病院として平塚市総合計画で定める施策を推進

するため、小児・周産期医療などの政策的医療を提

供する。
【主な取組】
・二次救急医療圏内で唯一の二次救急当番病院
・母乳外来(母乳に関する相談、マッサージ)の実施
・助産師外来(保健指導、妊婦相談)の実施
・妊産婦食の充実
平成29年６月：パン食の導入、おやつの変更
平成30年４月：祝い膳の変更

23



政策的医療の成果
【関連する主なＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況】

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ２７比

産科救急搬送
患者受入数(件)

280 ⇒ 277 ⇒ 326 ⇒ 332 18.6%増

小児科救急搬送
患者受入数(件)

2,020 ⇒ 3,181 ⇒ 2,737 ⇒ 2,756 36.4%増

分娩件数(件) － ⇒ 453 ⇒ 486 ⇒ 447 －

病
床
利
用
率

産科病床(%) － ⇒ － ⇒ 85.7 ⇒ 85.8 －

小児科病床(%) － ⇒ － ⇒ 68.8 ⇒ 62.7 －

ＮＩＣＵ(%) － ⇒ － ⇒ 46.0 ⇒ 41.0 －

ＧＣＵ(%) － ⇒ － ⇒ 51.7 ⇒ 51.9 －
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分娩者の居住地別割合の変化

・市内からの患者が大部分。

・市外(平成29年度は特に秦野市)
患者の割合が増加。
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自治体別出生者数､分娩者数の変化

各自治体の出生者数が減
少しているほか、当院の
シェアが減少している自
治体もある。
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介護施設、福祉施設に入所中 院内で出生
不明 5D小児病棟利用率
NICU利用率 GCU利用率

小児科患者入院経路､病床利用率の変化

小児科は院内出生による入院が２
番目に多い。

当院の分娩件数減少が、小児科患
者、小児科関連病床の利用率減少
につながっている。
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将来構想実現のための取組①

病院本の発行
(平成30年１月)

・医師等が当院の
医療を紹介

【広報の積極的な実施】
市民健康講座の開催

・市民向けに医師、栄養士
などが疾患や健康につい
て説明

・平成29･30年度で12回開催
・延416名参加

病院パンフレットのリニューアル
(平成31年３月完成、４月使用開始)

・求職者や関係機関向けに当院を
紹介するパンフレットをリニュ
ーアル

院内ニュースのリニューアル
(平成30年２月)

・職員向けに院内での取組や
活動の情報を発信

・内容を充実
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将来構想実現のための取組②
【患者サービスの向上】

外来待合にピアノ設置(平成30年９月)

・平塚信用金庫から平塚市に 寄贈されたピ
アノを借用し設置

・外来前の時間に自動演奏
・院内コンサートでも活用

ギャラリーを設置
(平成30年10月)

・１階渡り廊下にギャラリーを
設置

・絵画を展示

「疾患・治療の説明書」を作成
(平成31年１月)

・「鼠径ヘルニア」「胆のう摘出術」
「乳がん」について作成

・当該疾患で受診している患者さんに
配布
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将来構想実現のための取組③

知識、経験の社会還元

学会・論文発表(平成30年度)
・医 師：218回
・看護師：10回
・その他：19回

「有資格者」(平成30年10月)

・基本領域専門医：56人
・認 定 看 護 師：16人
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後進の育成

・学生実習受入：全職種で519人
(平成30年度)

災害医療訓練・行事への参加

救急隊の知識・技術向上

・救急救命士実習受入：84人
(平成30年度)

【職員の成長】

【社会貢献】



収支の推移①
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収益の増加による収支比率の改善
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健全経営に向けて

医業収益10億円増加、過去最高



収支の推移②

薬品費、診療材料費は、価格交渉により目標達成。
職員給与費は、収益の増加により比率が改善
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収益増の要因と影響額①

【救命救急入院料１】

平成29年度(H29.7～H30.3)：26,710,866円

平成30年度 ：37,751,063円

【総合入院体制加算２（DPC対象患者のみ）】

平成29年度(H29.8～H30.3)：75,385,391円

平成30年度 ：120,326,536円

33

健全経営に向けて

救命救急センター指定により新たに算定開始

急性期の体制整備や地域医療連携により新たに算定開始

職員一丸となって取り組んだ成果



収益増の要因と影響額②
【機能評価係数Ⅱ】（病院の役割や機能を評価する指標）

H27:0.0539⇒H28:0.0693⇒H29:0.0774⇒H30:0.1157⇒H31:0.1157(対H27比+0.0618)

二次医療圏内のＤＰＣ標準病院群内でトップ
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健全経営に向けて

1億6,200万円増加



機能評価係数Ⅱ(DPC標準病院群)の全国比較
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まとめ①「健全経営の実現」

平成３０年度は５年ぶりに

経常収支が黒字となり、

経営の健全性が向上しました。
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まとめ②「地域完結型医療の推進」

地域医療を守るために、

高度医療・急性期医療に特化し、

地域医療連携の推進、役割分担

が進みました。
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まとめ③「政策的医療の実践」

平塚・中郡地域で唯一分娩ができる病院、

産科・小児科の唯一の二次救急病院として

地域の子育て支援

に寄与しました。
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まとめ④「病院の体質改善」

トップダウンとボトムアップにより

職員間の風通しが良くなり、

多職種が一体となって、

同じ目標に進む風土が醸成されました。
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まとめ⑤

将来構想の見直し(２０２１年度～)に当たっては、

これまでの方針を変更せず、

引き続き職員一丸となって取り組みます。
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